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1.新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の推移

2019年12月に中国武漢で発生し

た新型コロナウイルス感染症は、

全世界にパンデミックを引き起こ

し、多数の死者をもたらしました。

当初の株からアルファ株（日本の

第4波）・デルタ株（同第5波）に

変異を繰り返す度に強毒性になり、

高齢者のみならず中年層でも重症

のウイルス性肺炎を起こし、医療

崩壊の事態となりました。今年か

ら流行するようになったオミクロ

ン株は従来株の数倍感染力が強く、

桁違いの感染者数を記録しました

が（第6-7波）、従来のインフル

エンザや風邪に近い症状で、ウイ

ルス性肺炎の頻度が少ないため、

重症化しにくい傾向が有ります。

ただし、高齢者では持病の悪化や

誤嚥性肺炎を起こしやすく、死亡

者の絶対数は従来株以上です。第

7波も収束傾向でしたが、11月初

旬現在、また感染者数は増加に転

じております。
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2.感染者・濃厚接触者の対応

オミクロン株になってから呼吸

困難のない軽症者は原則自宅療養

になりました。医療機関を受診し

た場合でも65歳以上・診察時中等

症以上（呼吸困難有り）・重篤な

基礎疾患のある人・妊婦さん以外

の方は自分で「陽性者登録センター」

に登録することになりました。登

録後にもし体調が悪化したときに

は「健康フォローアップセンター」

に連絡し、必要な場合には入院や

施設入所、配食の相談も出来ます。

自分で抗原検査キットで陽性を確

認した人も、医療機関を通さずに

「陽性者登録センター」に登録す

ることで「健康フォローアップセ

ンター」への連絡が可能になりま

す。感染者の原則7日間、濃厚接

触者の5日間の自宅待機は従来の

ままです。感染した人は7日が過

ぎても、他人に感染させる可能性

が0ではありませんので、職場復

帰時は感染対策を徹底して下さい。

医療機関で届け出をするのは、65歳
以上、現在中等症以上か今後重症化
の可能性の高い人、妊婦さんのみ

→

感染者の自宅療養期間

濃厚接触者の自宅待期期間

ｵﾐｸﾛﾝ株の症状は熱・咳・のど痛・鼻
水など従来の風邪と同様で、呼吸困
難、味覚・嗅覚異常は減りました
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第5波では治療法の進歩で死亡率が低下
第6-7波では死亡率はさらに低下も、感
染者数が多すぎ死亡者数は増加
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療養解除は症状が軽快し24時間以上経
過が条件。無症状者は検体採取日が0
日目。解除後も感染対策を徹底のこと。

上記以外の人や自分で抗原ｷｯﾄで陽
性を確認した人はwebか電話で「陽
性者登録ｾﾝﾀｰ」に自己登録します
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4.経口重症化予防薬

重症化予防に「ラゲブリオ」と

「パキロビッドパック」の2種類

の経口薬が承認されています。パ

キロビッドパックの方が効果は高

いのですが、併用できない薬が非

常に多く、流通が少なく国に申請

して取り寄せる必要が有ります。

ラゲブリオの方は一般流通してお

りますが、いずれの薬も重症化の

危険が高い人のみに投与すること

になっています。国産の経口薬も

治験中ですが、未だ承認には至っ

ておりません。

5.ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞとの同時流行の懸念

今年は南半球のオーストラリア

で2年ぶりにインフルエンザの流

行がありました。海外との交流規

制も緩和しており、今年は日本で

もインフルエンザの流行が危惧さ

れております。同時期にコロナの

感染が沈静化していない場合には、

発熱時にどちらの感染か分かりに

くくなる可能性があります。

3.ワクチン接種の方針

当初は60歳以上と基礎疾患のあ

る人のみに4回目接種の予定でし

たが、感染がなかなか収束しない

ため、医療関係者と高齢者施設等

の従業員も追加になりました。そ

の後、オミクロン株対応の2価ワ

クチンを12歳以上の全員に接種す

る方針に変更になり、前回接種か

ら3カ月以上経過すると接種可能

になります。（オミクロン株非対

応の4回目接種を受けた人は、さ

らに5回目接種を受けることにな

ります。）オミクロン株対応ワク

チンも、当初流行したBA.1対応か

ら最近流行したBA.4-5対応に11月

から切り替わります。5歳～11歳

の小児に関しては従来のワクチン

の3回目接種を努力義務として接

種中です（未接種の場合は1-2回

目接種も受け付けております）。

新たに6カ月から4歳用のワクチン

も承認され、今後希望者に接種予

定です（3回接種で1セットです）。

経口薬の重症化予防薬は2種類が承認
されている。ただし、重症化の危険
が高い人にのみに投与可能。

ｵｰｽﾄﾗﾘｱのｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ感染状況

ｵﾐｸﾛﾝ株対応ﾜｸﾁﾝを12歳以上に接種中

5-11歳3回目接種中 0-4歳用ﾜｸﾁﾝ承認
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冬期の発熱時は、
ｺﾛﾅかｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞか
の判断が困難。
ｺﾛﾅとｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ抗
原を同時に検査で
きるｷｯﾄもあり。
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ｽﾊﾟｲｸ蛋白の構造を
解析しそれぞれのm-
RNAを合成。m-RNAは
人体でｽﾊﾟｲｸ蛋白を
生成。人体はｽﾊﾟｲｸ
蛋白を異物と認識し
抗体を作成。抗体は
ｽﾊﾟｲｸ蛋白をﾌﾞﾛｯｸし、
ｳｲﾙｽの侵入を防ぐ。

ｽﾊﾟｲｸ蛋白

m-RNA

2種類のm-RNA
を含むﾜｸﾁﾝ

脂質の膜 抗体

ﾋﾄの細胞


